
問い合わせ先：大学教育統括管理運営機構 大学院課程教育推進部
E-mail: daigakuin-kyoiku@jimu.kumamoto-u.ac.jp

JST「次世代研究者挑戦的研究プログラム」に採択されたプログラムです。
専門知(研究力強化）、総合知（文理融合）、トランスファラブルスキルを備え、異分野融合や
共創により、予測不能な社会に応じた複雑な課題を解決できる国際的な博士イノベーター
を育成することを目的とした、Better Co-being社会を切り拓く異分野共創型博士イノ
ベーター育成プログラム(Better Co-beingプログラム）による支援を行います！

本プログラムの募集時期や募集人数、対象など、詳細に
ついては、ホームページに掲載される募集要項をご覧く
ださい。 https://higoprogram.jp/bettercobeing/

また、本学は併せて、 JST「次世代AI人材育成プログラム」に採択され、AI分野をコアとした異分野融合領域における
卓越した博士人材の育成を図ることを目的とした、AI分野を先導する異分野融合型グローバル博士人材育成プログ
ラム（Guide4AIプログラム）による支援も行います！

AI分野を先導する異分野融合型グローバル博士人材育成プログラム
プログラム生募集

Guide4AIプログラムへの申請を希望する場合は、Better Co-beingプログラムにも申請が必要です。
選考の結果、両方のプログラムの採用の要件を満たした場合には、Guide4AIプログラムへの採用が優先されます。

Guide4AIプログラムの2次募集概要は
Better Co-beingプログラムのホームページでご確認ください。

同時募集！



次世代研究者挑戦的研究プログラム
『Better Co-being社会を切り拓く異分野共創型博士イノベーター育成プログラム』

新型コロナウイルスの世界的な感染拡大

現代社会は、予測が困難で複雑な課題に直面

気候変動・大規模自然災害

一人一人が安全・安心で健康に暮らせるWell-being社会の構築が必要

一人一人のWell-beingから、社会全体のCo-beingへ

・専門知(研究力強化）×総合知（文理融合）

・トランスファラブルスキル

・自由な発想力、課題解決力

・多様なキャリアに対応できる魅力
ある科目

・分野横断型共創・チャレンジの場
を提供

医学・薬学・保健学・自然科学・社会文化科学の大学院と外部協力機関のOne Team
予測不能な社会に応じた複雑な課題を解決し、Better Co-being社会を先導するとともに、多様な

キャリア・分野で科学技術・イノベーションに貢献でき、知のリーダーとなり得る国際的な博士人材を輩出



Better Co-beingプログラムによる支援

経済支援

異分野共創・キャリアパス形成支援

（１） 生活費相当額：毎月20万円

（２） 研究費：年額20万円

博士（後期）課程に在籍する期間
（標準修業年限以内）支給します。
※支援額は国の施策や予算の状況により

変更となる可能性があります。

※支援開始年度の生活費相当額については、採用後、最初の３か月分（4-6月分）をまと
めて ６月に支給し、以降は毎月支給する予定です。
※生活費相当額は税法上雑所得として扱われ、所得税、住民税の課税対象になります。
※研究費は、所属する研究室に配分し、管理することになります。
※留学生でまだ来日できていない場合、支援の開始は来日後となります。

・メンター制度:履修、研究生活、申請書・発表資料作成、英語、就活等の指導
・卓越教授・アドバイザー（産官学）:研究、進路などの指導、発表会の評価
・ジェネリックスキル測定PROGテスト無料受験・解説会の参加（日本語）
・就活セミナー



Guide4AI プログラムによる支援

経済支援

異分野共創・キャリアパス形成支援

（１） 生活費相当額：毎月25万円

（２） 研究費：年額90万円

博士（後期）課程に在籍する期間
（標準修業年限以内）支給します。
※支援額は国の施策や予算の状況により

変更となる可能性があります。

※支援開始年度の生活費相当額については、採用後、最初の３か月分（4-6月分）をまと
めて ６月に支給し、以降は毎月支給する予定です。
※生活費相当額は税法上雑所得として扱われ、所得税、住民税の課税対象になります。
※研究費は、所属する研究室に配分し、管理することになります。
※留学生でまだ来日できていない場合、支援の開始は来日後となります。

・メンター制度:履修、研究生活、申請書・発表資料作成、英語、就活等の指導
・卓越教授・アドバイザー（産官学）:研究、進路などの指導、発表会の評価
・ジェネリックスキル測定PROGテスト無料受験・解説会の参加（日本語）
・就活セミナー



令和７年度 ２次募集内容

博士課程学生支援プログラム

対象

社会文化科学教育部、自然科学教育部、保健学
教育部又は薬学教育部の博士後期課程

令和6年4月以降に入学した者

医学教育部又は薬学教育部の博士課程
令和5年4月以降に入学した者

※年齢制限はありません

募集人数

Better Co-beingプログラム ５名程度
Guide4AIプログラム 若干名

※教育部ごとの定員はありません



申請資格

学則等に基づく懲戒を受けたことがない者

支援期間を通じて、本プログラムの教育プログラムを履修することができる者

※以下に該当する方は申請できません

日本学術振興会の特別研究員

国費留学生および本国から奨学金等の支援を受けている留学生

大学や企業等から生活費相当額として十分な水準（年間240万円
以上）の給与・役員報酬等の安定的な収入を得ている者

申請する時点において休学している者

博士課程学生支援プログラム



遵守事項

博士課程学生支援プログラム

(1) 研究活動に専念すること
(2) 本学が実施する研究倫理教育及びコンプライアンス教育を受講すること
(3) 毎月、在籍の確認を受けること
(4) 毎年度、事業統括者に研究計画書及び研究報告書を提出すること
(5) 支援期間を通じて、本プログラムが定める以下の教育プログラムを履修すること

・本プログラムの科目を履修方法に則り修得する（Better Co-beingプログラムのみ）

・毎年度のコロキウム・報告会への参加（コロキウムはBetter Co-beingプログラムのみ）

・採択期間中に1回以上の海外研修を実施、または博士ジョブ型研究インター
ンシップ、HIGOインターンシップⅡのうちいずれかの単位を修得すること

（Better Co-beingプログラムのみ）

・Guide4AIプログラムは、支援期間中、国際会議にてAI研究に関する発表
（査読付き国際会議の場合は、論文採択をもって発表に代えることが可能）

（6） 博士人材データベース（JGRAD）への登録
（7） ジョブ型研究インターンシップ専用システムへの登録（Better Co-beingプログラムのみ）

プログラムに採択された学生は、次の事項を遵守しなければなりません。
違反した場合は、生活費相当額及び研究費の配分を停止する場合があります。



教育プログラム
科目

異分野横断・挑戦的研究力養成パッケージ科目
「全学大学院教養科目」 や「所属教育部以外の科目」を2科目以上履修

全学大学院教養科目

研究の最前線と知の統合 1単位

自然科学教育部の科目

Current Science and Technology in Japan Ⅱ(日本の先端科学Ⅱ)
現代社会理解A
現代社会理解B
技術革新のための基礎科学
科学の歴史

2単位
1単位
1単位
1単位
1単位

医学·薬学·保健学教育部 (S-HIGOフェローシッププログラム) の科目

S-HIGO最先端研究セミナーB 2単位

社会文化科学教育部 (卓越大学院プログラム) の科目

深度異文化理解プログラムⅠ
深度異文化理解プログラムⅡ

2単位
2単位

※自然科学教育部に所属する方へ
「現代社会理解B」は「所属教育部以外の科目」とみなすことも可能です。

※科目については、今後変更になる可能性があります。



教育プログラム
科目

キャリア開発・コンピテンシー養成パッケージ科目

2科目以上履修

産官学連携で実施する科目1
HIGOリーダーシップトレーニング講座

ビジネススクールで学ぶリーダーシップ論に関する講義・演習

大学院教養科目「博士ジョブ型研究インターンシップ」
HIGOインターンシップⅡ
行政・企業等のインターンシップ(30時間・5日間以上)
※所属教育部のインターンシップ科目の履修も計上できます

HIGO企業・行政セミナーⅡ
企業・行政機関の研究者・リーダー等のセミナー

マネジメント概論
技術・経営（MOT等）を学ぶ講義

1単位

2単位
1単位

1単位

1単位

グローバルな研究者として通用する英語力を鍛える科目
科学英語演習Ⅰ
科学英語演習Ⅱ

1単位
1単位

※科目については、今後変更になる可能性があります。



海外研修
異分野融合、キャリア形成、国際性の涵養、トランスファラブルス
キルの向上につながる海外研修を計画・実施できます。
ex.) ※研修の主目的が研究ではないことが必要です。

①インターンシップ・研修プログラムへの参加（本学開講のイン
ターンシップ科目の履修も含む）

②海外の企業・大学・機関等での学習・活動
③国際学会・会議での発表とそれに合わせた大学・機関等の訪問
④その他
※希望者には、審査に基づき、渡航費を支給する場合があります。

コロキウム 異分野・多国籍の大学院生同士で交流できます。
英語でのグループ討論・発表
ex) 合宿研修、ワークショップなど
※内容は毎年変わります。

研究・学修成果
報告会

異分野の方にわかりやすいプレゼンをするスキルが身につけ
られます。
・教員、学外の卓越アドバイザーによる点数評価
・受給継続審査 (Qualifying Examination)

※報告会の開催方法は毎年変わります。

海外研修のかわりに、博士ジョブ型研究インターンシップ、HIGOインターンシップⅡのいずれ
かの科目を修得することも可能です。ただし、その科目については、キャリア開発・コンピテ
ンシー養成パッケージ科目の修得科目数には含めません。



申請手続き

博士課程学生支援プログラム

プログラム申請書（申請フォームで直接入力）
※Guide4AIプログラムへの申請希望も確認します。

申請書類
1. 志望理由書
2. 研究計画書 ※Guide4AIプログラムへの申請を希望する場合は、追加の計画書作成が必要です。

3. 提出書類に関する確認書（チェックリスト）
4. 英語外部試験のスコア（所持している場合のみ） ※申請受付開始日前２年以内に

受験した試験のスコアに限ります。

募集要項および申請書類はホームページからダウンロードできます。
申請はホームページで行ってください。https://higoprogram.jp/bettercobeing/

志望理由書、研究計画書、
チェックリスト、英語スコアの順で１つのPDFファイルに
統合し提出BOXへ

ファイル名は「教育部記号：氏名」
（例）「D：熊大太郎.pdf」
＊記号は大文字半角、コロンは全角。

G:社会文化科学教育部、 D:自然科学教育部、
R:医学教育部、Y:薬学教育部、W:保健学教育部



申請手続き

博士課程学生支援プログラム

＜注意事項＞

・申請書類の提出後は、原則として、記載事項の変更はできません。

・申請書類は返却しません。

・申請書類に虚偽の記載をした者は受験資格を失い、また、採択後であっても受給

の決定を取り消すことがあります。

・提出書類に不備がある場合、審査の対象とならない可能性があります！

申請期間 令和７年４月１４日（月） ～ ４月２５日（金） ※期限厳守



１. 申請
２．履修
３. 経済支援
４. プログラム生の義務・遵守事項
５. その他

その他、質問がある方は下記までお問合せください！

Better Co-beingプログラム、Guide4AIプログラム
に関する Q&A

大学教育統括管理運営機構大学院課程教育推進部
E-mail: daigakuin-kyoiku@jimu.kumamoto-u.ac.jp

博士課程学生支援プログラム

https://higoprogram.jp/bettercobeing/



申請書類の書き方、注意点



プログラム
申請書-1 本資料で記載している情報は

令和7年度春季募集時の例です。



プログラム
申請書-2

確実に連絡がとれるアドレスを
間違いのないように記入してください。



プログラム
申請書-3

申請の前に、必ず、指導教員から
承諾を得てください。



プログラム
申請書-4

Guide4AIプログラムへの
申請を希望する場合
選考の結果、Better Co-
beingプログラムと
Guide4AIプログラムの
いずれの採用の要件も
満たした場合には
Guide4AIプログラムへの
採用が優先されます。

該当URL掲載予定

該当URL掲載予定



プログラム
申請書-5

このプログラムの他
に申請中または受給
決定済みの研究費や
奨学金、補助金につ
いて、併願または併
給ができることを確
認してください。

ただし申請の受付開
始日前2年以内に受験
した英語外部検定試
験のスコアに限りま
す。



プログラム
申請書-6

送信を押すと、申請書類を提出
する為の提出BOXのパスワード
が表示されます。このとき、パ
スワードを必ず記録し、忘れな
いようにして下さい。



1. 志望理由書

日本語又は英語で作成して下さい。
読みやすい書体、文字サイズで記
入してください。
A4用紙1ページを超えないように
記入してください
志望理由、研究計画書、チェッ
クリスト、英語スコア（所持して
いる人のみ）の順で
１つのPDFファイルに統合して
提出BOXへ

Guide4AIプログラムにも
申請する場合にはチェック
を入れてください。

提出書類に不備がある場
合、審査の対象とならない可
能性があります！



2-1. 研究計画書
Form A

※Form A全体を2ページ以内で作成してください。

日本語又は英語で作成して下さい。
読みやすい書体、文字サイズ11ポイント以上で記入してください。
書式は変更しないでください。
図表等の挿入は可能です。
モノクロ、カラーの指定はありませんが、
内容によりご自身で判断の上作成してください。

氏名

所属教育部

課程・学年

所属講座（分野）

指導教員名

採用年月日時点の所属教育部・学年、
所属講座（分野）、指導教員名
を記入してください。

提出書類に不備がある場合、審査の対象とならない可能性があります！



2-1. 研究計画書
Form B

※Form B全体を２ページ以内で作成してください。

※これまでの実験結果（予備的検討の結果も含む）
がない人は「特になし」でもかまいません。

日本語又は英語で作成して下さい。
読みやすい書体、文字サイズ11ポイント以上で記入してください。
書式は変更しないでください。
図表等の挿入は可能です。
モノクロ、カラーの指定はありませんが、
内容によりご自身で判断の上作成してください。

200,000

提出書類に不備がある場
合、審査の対象とならない可
能性があります！

本資料は令和7年度春季2次募集時の例です。募集年月によって年度や研究費の額が異なりますので、ご注意ください。



2-2. 研究計画書
Form C

※Guide4AIプログラム申請者のみ：Form A, Bに加えて、Form Cの提出も
必要です。

※Form C全体を２ページ以内で作成してください。

※これまでの実験結果（予備的検討の結果も含む）
がない人は「特になし」でもかまいません。

日本語又は英語で作成して下さい。
読みやすい書体、文字サイズ11ポイント以上で記入してください。
書式は変更しないでください。
図表等の挿入は可能です。
モノクロ、カラーの指定はありませんが、内容によりご自身で判断の上
作成してください。
研究テーマは既に定まっているものであると想定されるため、FormBと
FormCについては必然的に似た内容となり、最も異なる部分は研究費
の執行を含む計画の部分となるかと思われます。各プログラムの募集
内容を確認のうえ、内容に沿った記入をお願いします。
志望理由、研究計画書、チェックリスト、英語スコア（所持している人の
み）の順で１つのPDFファイルに統合して提出BOXへ

900,000

本資料は令和7年度春季2次募集時の例です。募集年月によって年度や研究費の額が異なりますので、ご注意ください。

提出書類に不備がある場
合、審査の対象とならない可
能性があります！



3. 申請書類に 関する確認書
(チェックリスト)

4. Guide4AIプログラムに申請する場合
「はい」、申請しない場合は
「申請しない」をチェックしてください。

指定のページ数を超えている場合は
審査しません。

生成AI を科学的な論述に利用する
場合、常に真実性、誠実性、透明性
を意識してください。

引用した場合は、出典を明記すること。
意図せぬ盗用・剽窃を避けるため
各自で専用ツールによる剽窃チェックを
行うことをおすすめします。

上記の提出要領や提出書類に不備がある場合、審査の対象とならない可能性があります！



2022.10.19  熊本大学公正研究推進事務室の
メール・学生掲示板で通知したポスター

熊大大学院生の「iThenticate」（無料）
利用申込み方法
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLS
eJOyzE5p5b1Vj9qzhWvCP59VCG8i782-
CMXn3Xji_UVoKiqA/viewform

意図せぬ盗用・剽窃を避けるため
申請書・レポート・論文等を作成したら
各自、剽窃チェックをしましょう！
日本語の文章もチェックできます！

申請書類の剽窃チェックについて



みなさん、是非、申請してください

経済的な負担を心配せずに、研究に専念できる

研究力に加え、社会で求められる能力が身につく

産官学・異分野・多国籍の交流ができる

博士に特化したキャリア支援を受けられる

Better Co-beingプログラムの魅力



熊大の博士課程支援プログラムの学生の声

調査時期：2024年6月、対象：Well-Being社会を先導する異分野横断型博士人材育成プログラム



0 10 20 30 40 50

指導教員・メンター以外の教員からの指導

外国人、職業人など、通常の大学院では接触
しにくい人との交流の機会

異分野の学生間で切磋琢磨できる環境

研究費・海外研修旅費等の支援

キャリア開発・コンピテンシー養成パッケージ科目

異分野横断型・挑戦的研究力養成パッケージ科目

卓越アドバイザーの指導・助言

メンターによる支援

高度な専門性・研究能力
俯瞰力
専門以外の分野の幅広い知識
学際的マインド

多様な課題を解決する力
他者と協働できるコミュニケーション力
科学コミュニケーション力
国際展開力

熊大の博士課程支援プログラムの学生の声

調査時期：2024年6月、対象：Well-Being社会を先導する異分野横断型博士人材育成プログラム


